
立　命　館　大　学　経　済　学　会

ISSN 0288―0180

角田修一教授退任記念論文集

第 61 巻 　第 ６ 号
２０１３ 年 ３ 月



立 命 館 経 済 学　第61巻・第５号
藤岡　惇教授退任記念論文集

藤岡惇教授退任記念論文集の刊行にあたって  松　原　豊　彦 1
論　　説
「平和学」の体系化に向けた一考察  池　尾　靖　志 3
　―国際関係論からのアプローチ―
脱近代的新階層の台頭と資本の自然遡行的分散過程  伊　藤　恵　子 24
グローバル市場原理に抗する免疫的自律世界の形成  小　貫　雅　男 42
　―21世紀の社会構想，その核心的思想と基本原理―
モラル・サイエンスとしての経済学と徳の経済学⑵：  
　価値前提，論理，経済理論の基礎，マクロ経済政策と産業政策（上）  小　野　　　進 60
ドイツ世襲財産制史小論  加　藤　房　雄 109
　―ウェーバー論再考―
歷史學的方法論與通往和解之路  金　丸　裕　一 119
社会主義，20世紀の到達点から21世紀の構想へ  後　藤　宣　代 126
　―藤岡惇論文「ソ連型社会とは何であったのか？その本質は『国家産業主義』だった  
　―大地・生産手段への高次回帰，自由時間の拡大を指標に考える―」を手がかりに―
シェアとシェアされた所有に関する社会経済学的考察  田　中　　　宏 144
紙で森を元気に  谷　川　佳　子 158
　―間伐材を製紙原料に活用する新しいトレードモデルについての一考察―
アメリカにおける低所得コミュニティの開発と金融（上）  中　本　　　悟 176
　― CRA（1977年），CDFIファンド（1994年），NMTC（2000年）を中心に―
General Motors Corporation as an Armaments Producer  西牟田　祐　二 186
環境保全型農業を実現するための堆肥循環の意義と課題  松　田　文　雄 216
　―滋賀県のバイオマス資源を活用した良質の堆肥の安定的生産へ向けて―
「計画」の20世紀  山　井　敏　章 235
　―ドイツ近代史研究の再構築に向けて―
「教育者」から「学習者」へのムードメイクとモードチェンジ  山　口　洋　典 250
　―受け手から担い手へのリレーゾーンを駆け抜けて―
Deployment of Industrial Engineering and the Ford System in Germany   
　after World War Ⅱ  山　崎　敏　夫 268
和平学视角下的中日和解  刘　　　　　成 297
研究ノート
資本主義の「発展」を考える  石　川　康　宏 301
ブラジルのバイオ・エネルギー政策と社会的包摂  小　池　洋　一 316
翻　　訳
「環境と金融」に関する論稿を読む⑴  越　田　加代子 332
藤岡　惇教授　略歴・研究業績一覧   351

発行者　立命館大学経済学会

立 命 館 経 済 学　第61巻・第４号
論　　説
Dynamics of Comparative Advantage and Export Potentials in Bangladesh
　 Muhammad Shariat Ullah

稲　葉　和　夫  1
金融取引法の今日的課題⑵
　―シンジケート・ローンを組成したアレンジャーの招聘金融機関に対する損害賠償責任について―
　 久　保　壽　彦 15
An Empirical Study on Housing Supply in Chinese Cities : 
　Using the Urban Growth Model  

高　　　　　平
稲　葉　和　夫
秦　　　　　劼

 33

中国株式市場のハーディング行動  劉　　聖　　囡 48
資　　料
そのたびごとに単独の経験を何度も問い直すこと
　―ジャン＝ミシェル・レイ氏との対話―  細　貝　健　司 69
翻　　訳
ケインズの雑誌論文を読む⑾
　―ケインズ理論の発展の契機となって論稿―  松　川　周　二 102

発行者　立命館大学経済学会




